
令和６年１０月 

保護者・地域の皆様へ 

令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果について 
多気町教育委員会 

 

 令和６年４月１８日に、小学校第６学年を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」の結果の概要について、以下の通りまとめました。 

 結果の公表については、保護者・地域の皆様に学校教育と家庭教育についてのご理解・ご協力を得ることが何よりも大切であると考え、教科

に関する結果、学力の背景となっている児童質問紙調査から見られた児童の好ましい傾向と教育課題、そして今後の取組についてお示しさせて

いただきます。 

 

 

 

教科に関する調査は、小学校では国語・算数の２教科で実施され、多気町立小学校第６学年の児童１２５名が参加しました。調査結果につい

ては、全ての教科において全国の平均正答率を下回る結果となりました。 

以下に、調査結果から「おおむね理解している問題」と「課題がみられた問題」についてまとめました。 

 
 

【小学校 国語】 ◇…比較的できている点 ◆…課題のある点   〔 〕内の記号は、問題番号 
 

 

 

 

＜おおむね理解している問題＞ 

◇【高山さんのメモ】の書き表し方を説明したものとして、適切なものを選択する問題      〔 ２一（２） 〕（正答率：約９割） 

◇【話し合いの様子】で、原さんが【物語】の何に着目したのかについて説明したものとして、適切なものを選択する問題 

〔 ３二（２） 〕（正答率：約８割） 

＜課題がみられた問題＞ 

◆オンラインで交流する場面における和田さんの話し方の工夫として適切なものを選択する問題  〔 １二（２） 〕（正答率：約４割） 

◆【原さんの読書の記録】の空欄に入る内容として適切なものを選択する問題         〔 ３四 〕（正答率：約６割） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科に関する調査結果の概要 

◇ 情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し、使うことが 

できている。 
 
◆資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することに課題がある。 

課
題
が
み
ら
れ
た
問
題 

オンラインで交流する場面における和田さんの話し方の工夫として適切なものを 

選択する。 

【１】を選んだ理由としては、発言⑥の言葉や「そうなんです。」と和田さんが相手の話を受け止めている状況を『引用して

いる』と判断した児童がいたということが考えられます。 

誤答例の分析と課題 

「R６全国学力学習状況調査  
小学校国語」より 

＜今後の学習の手立て＞  「資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫する学習の機会を大切に」 

資料を活用し、自分の考えが伝わるように表現を工夫するためには、相手や目的を一層意識し、どのような資料を用意すればよいかを考えることが重

要です。音声言語だけでは聞き手が理解しにくかったり、誤解を招きそうだったりする場合などには、資料を使いながら話すことや、聞き手の興味・関

心や情報量を予想し、どのような資料を用意すればいいかを考える場面を設定することを大切にしていきます。 

また、実際に話す場面では、聞き手のうなずきや表情などにも注意しながら、聞き手の状況に応じて表現を工夫することが大切です。その際、聞き手

の反応を見ながら表現している様子を、映像ややりとりのモデルなどで確かめたり、実際に交流する前にやりとりの練習を行う時間を確保したりするな

どの学習の機会を大切にしていきます。 

１ 相手が興味をもっていることに気づき、相手の言葉を引用して話した。 

２ 相手が興味をもっていることに気づき、用意していた実物を示しながら話した。 

３ 相手が興味をもっていないことに気づき、言葉の意味を説明しながら話した。 

４ 相手が興味をもっていないことに気づき、自分の体験を加えて話した。 

問 題 

反応率（％） 

32.8 

42.4 

5.6 

19.2 
 



【小学校 算数】 ◇…比較的できている点 ◆…課題のある点   〔 〕内の記号は、問題番号 

 
 

 

 
 

＜おおむね理解している問題＞ 

◇はじめに持っていた折り紙の枚数を□枚としたときの、問題場面を表す式を選ぶ問題    〔 １（２） 〕（正答率：約９割） 

◇作成途中の直方体の見取図について、辺として正しいものを選ぶ問題           〔 ３（１） 〕（正答率：約９割） 
 

＜課題がみられた問題＞ 

◆直径２２ｃｍのボールがぴったり入る箱の体積を求める式を書く問題           〔 ３（３）〕（正答率：約３割） 

◆家から学校までの道のりが等しく、かかった時間が異なる二人の速さについて、どちらが速いかを判断し、そのわけを書く問題  

〔 ４（３） 〕（正答率：約３割） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇直方体の見取図について理解し、かくことができている。 

◆球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表すことに課題 

がある。 

回答類型 反応率 

  

１ 22×22×22 28.0 

２ 11×11×11 44×44×44 ０ 

３ 22×22 8.8 

４ 11×11 44×44 ０ 

５ 22×３ 6.4 

６ 11×３ 44×３ ０ 

７ 3.14 を用いた式 14.4 

９９ 上記以外の回答 30.4 

０ 無回答 12.０ 
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大問３

（３） 
直径２２ｃｍのボールがぴったり入る箱の体積を求める式を書く。 

正答率：28.0％ 

【７】のように解答した児童の中には、球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉えられず、球の直径や半径と円周

率を使えば立方体の体積を求めることができると判断した子がいたと考えられます。 

誤答例の分析と課題 

「R６全国学力学習状況調査 小学校算数」より 

＜今後の学習の手立て＞ 「図形を構成する要素を見出し、活用する学習機会を大切に」 
 
図形の体積や面積を求める際、情報を自ら選びだすためには、図形の意味や性質の理解を深め、図形を構成する要素を見出し、活

用できるようにすることが大切です。身の回りの形から図形を捉え、図形を構成する要素を見出し、体積や面積を求めるために必要

な情報を判断する学習の機会を大切にしていきます。 

児童質問紙調査からみられた子どもの姿 

※児童質問紙で肯定的に回答した割合が高かった主な設問より 

自分には 

よいところがある 

86.４％ 
（全国 8４.１％） 

人が困っている時 

進んで助けている 

96.8％ 
（全国 92.7％） 

人の役に立つ 

人間になりたい 

9７.６％ 
（全国 95.9％） 

学校に行くのは 

楽しい 

85.6％ 
（全国 84.8％） 

82.4％ 
（全国 83.5％） 

今年度の調査においても、学習習慣・生活習慣ともに肯定的に回答する児童が多いという結果でした。上記の項目からも多くの子ども

たちが安心できる環境の中で学校生活を送っていることがうかがえますし、地域の行事に参加するだけでなく地域のために何かできる

ことはないかを考えている頼もしい姿があることもわかります。日々あたたかく見守り、しっかり支えていただける保護者と地域の方々

の力の大きさは本町の強みの一つです。児童一人ひとりが「自分のことを好きになること・自分に自信を持つこと」は学力向上を支える

大きなポイントです。今後も家庭・地域の協力のもと、すべての子どもたちが「学ぶ喜び」「わかる楽しさ」を実感できるよう、本調査

の結果を学校の職員全体で共有し、個々の教師が授業の工夫・改善へ、活かしていけるよう取り組みを進めていきます。 


